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＜連絡事項＞

· 12/30（木）鈴木茂子様の地域復帰支援検討会実施。所定の書式に入力を行なう事。

· 12/30（木）納会実施（メンタルケア病棟3階）

· 12/30（木）までにクリスマス会報告書、新カルテ書式稟議書提出。

· 1/4（火）までに業務従事者届け提出する事。

· 年末年始特別手当支給とのこと。12/31分は上野JGM、1/3分は飯野SGMが当日受け取り配布する。

· 昇格試験実施の為、受験希望日をSGMへ報告すること。

中級試験　1/25～1/27

上級試験　1/24、1/28

＜利用者様情報＞

久慈　邦夫　様～本多富美様より、「久慈さんが幻聴聞こえてるみたいで、ぶつぶつ何か言ってる」と情報あり。マットを敷いて横臥した状態で、ぶつぶつと小声で独語を呟いている。スタッフが声をかけると、「独り言を言うのが癖なんですよ」と返答しており、疎通は良好。その後も行動に変化はみられない。

本多　富美　様～質問とそぐわない返答をすることあり、やや疎通不良さが窺える。スタッフが「外来に行ってくるんですか」と尋ねると、「ジブリ展に行って来ました」と答えている。酒臭やふらつきはない。

菅野　勝利　様～本日もバスと電車を乗り継いで来たと話されている。定時近くのバスを利用して帰宅してはどうかと説明するが、「16：30には夕飯の支度せねばなんない。駄目だ」と頑なに拒否している。担当医からも、水曜日の日中はデイケアで過ごし、楽しみを見つけるように説明されているのではないかと確認すると、「そうだ。でも冬場は早く帰りたい。春になったら」と本人話されている。

　　　　　　　　⇒バスの時間を確認し、所要時間について本人に説明を行なっていく。

田向　玲美　様～大声で他者の個人情報に関する内容を話していることあり、自分自身に置き換えて考えることを説明し、今まで同様の件でトラブルとなっていたこと等を振り返って頂いているが、「言っていいことと悪いことが判断できない」と本人話されている。判断がつかないのであれば、まずはスタッフに話し、言っても良いことか検討するように説明している。

上川原　豊　様～本人と担当スタッフで相談し、来年より、デイケア利用日を週5回から週3回（月水金）に変更となっている。担当医にも報告済み。利用日を週3日に設定している為、私用はそれ以外の日に済ませるように説明している。また、喫煙時間を守らなかった件については、「時計を見てなかった」と話されている。ルールを守ることが出来る方であるので、きちんとルールには配慮するよう説明している。

晴山　美智子様～担当スタッフと面談実施。駒木学様の自宅には遊びに行くが、交際はしていないと話す。また、体調が悪くて土曜日にリスペリドンを処方してもらった件について、実際は自己判断で内服中断していたとのこと。きちんと担当医と相談した上で内服を止めるように説明するが、「次の外来は用事（本だらけで買い物）があるから行けない」と話されており、優先順位を考慮出来ていない。体調が悪くなった理由について、他スタッフには「駒木さんの話を聞いたから」と話すが、担当スタッフには「父親と話さないで引きこもっていたから」と内容に一貫性がない。また、「最近死にたいと思う」と話されているが、食欲はあるとのこと。

大久保　律子様～「2～3ヶ月前から薬が合わないと思っていた」「イライラする。怒りっぽい」と話す。安ヶ平Ｄｒは自分の苦しい時の事を知っているし、相談もしやすいとのことで、外来担当医を変えたいと希望あり（現在、猪股Ｄｒ）。変更するのであれば、猪股Ｄｒにも相談する必要があること説明。12/30に安ヶ平Ｄｒの診察に予約を入れたとのことで、1/7に猪股Ｄｒに相談するように説明している。

　　　　　　　　また、今後の事について、夫様や両親がいなくなって1人になった時にどうしたらいいのか不安に感じるとのこと。その時の為に、徐々に出来ることを増やしていってはどうかと説明し、まずはデイケアに月2回、決められた日に単独でもデイケア通所するように説明している。目標日は1/11と1/25。

五日市　公　様～昨日発熱がありデイナイトケア欠席しているが、午後には37.0℃に解熱している。本日もデイナイトケアは欠席している。

田中　正士　様～昨日、大掃除中14：00～本人の姿が見えないことあり。本人に何処で過ごしていたのかと確認すると、「脱衣所で寝ていた」と話されている。最近、「いくら寝ても寝たり無い」という発言が聞かれている。大掃除は全員で行なうことである為、参加して欲しいこと説明。

森田　清助　様～デイケア欠席が続いている為、本日青明舎が自宅訪問して本人の様子を確認している｡本人在宅しており、明日から姉様のところへ年末年始外泊に行なってくるとの事｡外見的にふとしって様子みられていると情報もある。

村上　元道　様～日曜日に眠れなかった為、眠剤（1日2回まで）を2回服用したら、眠気が強すぎて日中も眠かったとのこと。うみねこ幸房も欠席がちであるとのことで、理由をきちんと伝えるように説明している。また、うみねこ幸房の仕事に対してモチベーションが上がらないと話すこともあり。

＜外来患者様情報＞

・繁名　和恵様～一週間に1回か2回幻聴があるが、生活に支障はないとの事。下剤服用中であるが、効果がない為増薬訴えあることから増薬となっている。幻聴に左右された行動の有無・排便コントロールできているか観察していく。

・本多　富美様～睡眠については、寝すぎていると笑って話されている。薬の変更はない。診察終了後、主治医・外来スタッフへ年末の挨拶をしている。引き続き、精神状態の観察を行っていく。

・高柳　和子様～調子については、気持ちが苦しいと話されているが、睡眠は取れているとの事。デイケア利用時も前よりつらい感じがあると訴えている。抗精神薬の頓服にて対応していると話す。薬の変更はない。無理をせずゆっくりと行っていくよう促していく。

・豊川　明男様～デイケアの掃除や行事の時には、周囲の目は気にならないと話されている。引き続

き、周囲の目を気にすることによって日常生活に支障はないか観察していく。
・秋山　和子様～12/24は行事の為デイケアを欠席。行事にはあまり参加していない。体重52.2kg。

・溝越　キク様～下剤は毎回使用している。内服はきちんと服用できており、以前は訪問看護師と確認していたが、今は訪問前に服用し忘薬はなし。

・川口　尚良様～次回１/5採血・検尿あり。体重が増加傾向にあるため指導受けている。甘酒くらいならいいかな・・と思ったが、母親にとめられた事があったとのこと。

・菅野　利勝様～体重54.8kg。血圧188/106mmHgで高値続いているため、抗圧剤カプトルナ0.5錠→1錠へ増薬している。

・其田　淑子様～次回1/12　11時栄養指導予定。減薬後も眠気訴えあり、さらに調整している。

・淡路智恵子様～正月は青空で過ごす予定です。デイケアにも行きませんと話す。

・東海林康之様～12/30～1/3帰省。実家には兄がいるとの事。

・袴田　淑子様～12/30～1/3まで姉の所にいくとのこと。
＜カンファレンス勉強会＞

『デイケアの役割について』

精神デイケアとは

精神障害者に対して、昼間の一定時間（6時間程度）、個々の患者に応じたプログラムに従ってグループごとに治療を行う。精神科医師の指示および十分な指導、監督の下に一定の医療チーム（作業療法士、看護師、精神保健福祉士、臨床心理技術者、精神科医師、保健師等）によって行われるもので、その内容は集団精神療法、作業療法、レクリエーション活動、創作活動、生活指導、療養指導等である。精神科専門療法の一種で、精神障害者の社会生活機能の回復を目的として行われる通院医療の一形態。

精神デイケアの役割

1 通所者に居場所を提供し、生活圏の拡大、対人交流範囲の拡大を図る場

2 種々のグループ活動を通じて、円滑な対人交流、社会性、自主性を獲得する場

3 生活リズムを維持し、日常生活技術を獲得する場

4 個々の通所者の病状、能力にみあった、現実的な就労援助を行なう場

5 濃厚な医療的関わりによって病状の再燃を防止し、病状悪化の際はそれを早期に把握するなど、通常の外来診療を補完する治療の場

6 デイケアに参加する事で、同居している家族と適度な距離を保てる場

個々の通所者のニーズ・病状に応じて「治療の場としての機能」「社会復帰を目指すリハビリテーションの場としての機能」「居場所としての機能」をあわせもっていることが求められている。通所者に「安心して居られる場」を提供し、「居てもいい場」である事を保証した上で、まだ病状が不安定な通所者に対しては医療的なサポートを主とした働きかけを行い、病状が安定してからは就労支援も含めたリハビリテーションプログラムを主体とした働きかけを行うなど、これらの機能は、互いに重なり合って個々の通所者自立を援助する役割を果たしている。

分かりやすくすると

精神デイケアでは、生活のリズムがつかめない・外に出かけて、人と会う気がしない・人づきあいが苦手・家族とうまく話しあえない・仕事をしようと思っても自信がない、また働いても長続きしない・気楽に付きあえる友人がいないなど、これらのような悩みを持つ障害者に対して、さまざまなグループ活動に参加することよって、それらの問題を改善することを目標としている。

地域における精神デイケアの役割

精神疾患・精神障害を持つ方が日中活動する場所として提供される施設には、デイケアの他にも通所授産施設や小規模共同作業所などがある。それぞれの役割は医療、リハビリテーション、福祉にまたがっている。デイケアは通所授産施設や小規模共同作業所への通過施設となっている。
